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	 次　号　予　告	 Vol.41, No.5

	特集	 新生児・乳児の皮膚病（仮）かつて，こんな論争があった．高齢者の臀部，
とくに臀裂の両側に，褐色のザラザラとした病変
があり，病理組織学的にアミロイドの沈着を認め
たことから，ano-sacral amyloidosisという疾患が
提唱された．ただし，この病変は痩せ衰えた高齢
者には普通にみられることから，アミロイド沈着
は慢性の機械的刺激によるもので，病変自体は一
種の老徴であると考えられ，当時本誌のeditorを
努めておられた山本達雄先生が，臀部角化性苔癬
化皮膚という病名を提唱された．
今回は久々に「沈着症」を取り上げたのだが，ア

ミロイド，ムチン，脂質，石灰そして金属など，多
くの症例を報告することができた．これも昔の話
になるが，私が病棟医のころ，閉塞性黄疸に伴う
手掌の線状黄色腫を経験し，当時，高知大学の教
授だった児玉肇先生にアドバイスをいただいたこ
とがある．児玉先生は黄色腫をライフワークとさ
れ，多くの論文を著された．このような，マイナー
といっては失礼だが，乾癬，アトピー性皮膚炎，
腫瘍などの皮膚科の主流からは少し外れた，ただ
し，知っていなければならない重要な分野のオー
ソリティーが最近は少なくなったようだ．
大きな学会は別として，地域の医会や研究会な

どの講演会，勉強会は，製薬企業にお手伝いをし
ていただくことが多いので，どうしても主流の疾
患を取り上げることになる傾向があり，たとえば
今回のテーマのような「沈着症」で，共催をしてい
ただくことがむずかしくなった．若い皮膚科医に
とっては，講演会でなかなか聞けないテーマこそ，
当誌のような臨床誌で知識を補っていただければ，
幸いである． （T.A.）
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	 	 田中　麗子
◆治療
　巨大色素性母斑に対する外科的治療	 山脇　聖子
◆図譜
　common disease症例集　その3	 馬場　直子
◆臨床例
　家族内伝播したMRSAによるブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群
	 	 九穂　尚子ほか
　疥癬	 原　　彰吾
　保�育器管理下における超低出生体重児のAspergillus niger	
による原発性皮膚アスペルギルス症	 向井みれ以ほか

　歌舞伎症候群の典型例	 大熊　未佳ほか
　小児Langerhans cell histiocytosis（LCH）の2例
	 	 中川　智絵ほか
　新生児エリテマトーデス（NLE）の兄弟例	 中村　友果ほか
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